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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料と、非水系溶剤と、界面活性剤とを含有し、
　前記界面活性剤として、ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下のシロキサン系界面活性剤を
含み、
　前記非水系溶剤が、５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤と、５０％留出点が
３００℃以上の極性有機溶剤とを含み、
　前記非水系溶剤中の前記非極性有機溶剤と前記極性有機溶剤との合計含有量が、６０．
０質量％以上である、非水系インクジェットインク組成物。
【請求項２】
　２０℃でのレオメーターによるせん断粘度測定において、せん断速度が２０［１／ｓ］
時と５００［１／ｓ］時のせん断粘度の差が、０．６０［ｍＰａ・ｓ］以下である、請求
項１に記載の非水系インクジェットインク組成物。
【請求項３】
　インク組成物中における前記顔料の含有量と前記シロキサン系界面活性剤の含有量との
比（［顔料の含有量］／［シロキサン系界面活性剤の含有量］）が、０．１以上３．０未
満である、請求項１または請求項２に記載の非水系インクジェットインク組成物。
【請求項４】
　前記顔料の含有量が、インク組成物の全質量に対して、５．０質量％以上１５．０質量
％以下である、請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の非水系インクジェットイ
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ンク組成物。
【請求項５】
　前記シロキサン系界面活性剤の含有量が、インク組成物の全質量に対して、１．０質量
％以上１０．０質量％以下である、請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の非水
系インクジェットインク組成物。
【請求項６】
　前記非極性有機溶剤として、脂肪族炭化水素、脂環式炭化水素及び芳香族炭化水素より
なる群から選択される少なくとも１種を含む、請求項１ないし請求項５のいずれか一項に
記載の非水系インクジェットインク組成物。
【請求項７】
　前記極性有機溶剤として、大豆油メチル、大豆油イソブチル、オレイン酸メチル、オレ
イン酸エチル、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、イソパルミチン酸、イ
ソステアリン酸、イソアラキン酸、イソヘキサコ酸、イソステアリン酸イソプロピル、リ
ノール酸メチル、リノール酸イソブチル及びトール油イソブチルよりなる群から選択され
る少なくとも１種を含む、請求項１ないし請求項６のいずれか一項に記載の非水系インク
ジェットインク組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不揮発性溶剤を主成分とする非水系インクジェットインク組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インクジェット記録用ヘッドのノズルから吐出させた微小なインクの液滴によっ
て画像や文字を記録するインクジェット記録装置が急速に普及している。このようなイン
クジェット記録装置による画像等の記録に用いるインクとしては、色材（例えば、顔料や
染料）を有機溶剤及び水の混合物に溶解ないし分散させた水系インクや、色材を有機溶剤
に溶解ないし分散させた非水系インク等、種々のものが用いられている。
【０００３】
　このようなインクの中でも、グリコールエーテル系溶剤をベースとした非水系インクは
、インク低吸収性の記録媒体（例えば、塩化ビニルフィルム）に対して乾燥性や耐水性の
良好な優れた画像を記録できるという点で広く用いられている。また、エステル系溶剤や
炭化水素系溶剤をベースとした非水系インクも、臭気の点では難があるが乾燥性が優れる
点で広く用いられ、また、より沸点の高い溶剤は揮発性の低い非水系インクとして普通紙
にも用いられている。
【０００４】
　ところで、揮発性の低い非水系インクを用いて普通紙上に記録した場合、普通紙上の溶
剤がいつまでも揮発せずに残留し、その残留した溶剤成分が普通紙の内部に染み込むこと
によって記録物の裏側から記録部分が透けて見え、そのために裏抜けが発生したり、残留
した溶剤成分が記録部分から滲んだりするという問題があった。
【０００５】
　このような問題に対して、例えば特許文献１には、不揮発性溶剤を主成分とする非水系
インク組成物の溶剤組成を工夫することによって、普通紙上での裏抜けや油滲みの問題と
ノズルの目詰まりの問題を同時に解決できることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－００２６６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、上述の特許文献１に記載の非水系インク組成物では、溶剤組成を工夫す
ることにより、普通紙上での裏抜けや油滲み、放置による信頼性悪化の改善は見られるも
のの、特に高発色の画像を得るために顔料濃度を上げた際に、ノズルの目詰まりが発生し
てインクの吐出安定性や保存安定性が損なわれやすいという課題があった。
【０００８】
　そこで、本発明に係る幾つかの態様は、上述の課題の少なくとも一部を解決することで
、普通紙への記録において十分な画像の光学濃度を得ることができると共に、顔料濃度を
上げた場合であっても吐出安定性及び保存安定性が良好な非水系インクジェットインク組
成物を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の態
様または適用例として実現することができる。
【００１０】
　［適用例１］
　本発明に係る非水系インクジェットインク組成物の一態様は、
　顔料と、非水系溶剤と、界面活性剤とを含有し、
　前記界面活性剤として、ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下のシロキサン系界面活性剤を
含むことを特徴とする。
【００１１】
　適用例１の非水系インクジェットインク組成物によれば、十分な画像の光学濃度を得る
ために顔料濃度を上げた場合であっても、ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下のシロキサン
系界面活性剤（以下、「特定シロキサン系界面活性剤」ともいう。）が顔料表面に吸着し
て立体障害が大きくなるため、顔料の分散安定性が向上する。そのため、インク中での顔
料の凝集が低減し、チキソ性が低下する。そして、チキソ性が低下すると、せん断速度に
よる粘度差が小さくなるため、顔料濃度を上げた場合であってもインクの連続吐出安定性
を確保することができる。また、特定シロキサン系界面活性剤を含有することで、顔料自
体の濡れ性が高くなり、非水系溶剤と親和しやすくなるため、顔料の分散安定性が増し、
長期保存安定性が向上する。
【００１２】
　［適用例２］
　適用例１の非水系インクジェットインク組成物において、
　前記非水系溶剤が、５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤と、５０％留出点が
３００℃以上の極性有機溶剤とを含み、
　前記非水系溶剤中の前記非極性有機溶剤と前記極性有機溶剤との合計含有量が、６０．
０質量％以上であることができる。
【００１３】
　適用例２の非水系インクジェットインク組成物によれば、５０％留出点が２８０℃以下
の非極性有機溶剤を含有することで、普通紙に記録されたインクから溶剤成分が速やかに
蒸発するので、裏抜けや油滲みを効果的に抑制できる。また、５０％留出点が３００℃以
上の極性有機溶剤を含有することで、インクの乾燥性が高くなり過ぎることを抑制できる
。そして、これらの溶剤の合計含有量が非水系溶媒中に６０．０質量％以上であることで
、インク乾燥性が適度となるためにノズル近傍でのノズル目詰まりを生じ難いものとする
ことができる。
【００１４】
　［適用例３］
　適用例１または適用例２の非水系インクジェットインク組成物において、
　２０℃でのレオメーターによるせん断粘度測定において、せん断速度が２０［１／ｓ］
時と５００［１／ｓ］時のせん断粘度の差が、０．６０［ｍＰａ・ｓ］以下であることが
できる。
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【００１５】
　適用例３の非水系インクジェットインク組成物によれば、せん断速度によるせん断粘度
の差が十分に小さいため、凝集している顔料に力を加えると容易に解れ、インクの吐出安
定性がより向上する。
【００１６】
　［適用例４］
　適用例１ないし適用例３のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、インク組成物中における前記顔料の含有量と前記特定シロキサン系界面活性剤の含有量
との比（［顔料の含有量］／［特定シロキサン系界面活性剤の含有量］）が、０．１以上
３．０未満であることができる。
【００１７】
　インク組成物中における顔料と特定シロキサン系界面活性剤との含有比率が前記範囲内
にあると、特定シロキサン系界面活性剤が顔料の表面に十分に吸着されるため、インク組
成物の吐出安定性及び保存安定性がさらに良好となる。
【００１８】
　［適用例５］
　適用例１ないし適用例４のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、前記顔料の含有量が、インク組成物の全質量に対して、５．０質量％以上１５．０質量
％以下であることができる。
【００１９】
　適用例５の非水系インクジェットインク組成物によれば、顔料濃度を通常濃度よりも上
げた場合であっても、特定シロキサン系界面活性剤の作用により、連続吐出安定性が向上
し、長期保存安定性も良好となる。また、前記範囲内の顔料濃度であると、十分な画像の
光学濃度を得ることができる。
【００２０】
　［適用例６］
　適用例１ないし適用例５のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、前記シロキサン系界面活性剤の含有量が、インク組成物の全質量に対して、１．０質量
％以上１０．０質量％以下であることができる。
【００２１】
　適用例６の非水系インクジェットインク組成物によれば、特定シロキサン系界面活性剤
を所定量含有することで、上記の効果の中でもせん断速度によるせん断粘度の差を十分に
小さくすることができる。これにより、凝集している顔料に力を加えると容易に解れ、イ
ンクの吐出安定性をより向上させることができる。
【００２２】
　［適用例７］
　適用例１ないし適用例６のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、前記シロキサン系界面活性剤が、有機変性ポリシロキサン系界面活性剤であることがで
きる。
【００２３】
　適用例７の非水系インクジェットインク組成物によれば、特定シロキサン系界面活性剤
として有機変性ポリシロキサン系界面活性剤を使用することで、顔料表面に吸着したとき
に立体障害がより大きくなるため、顔料の分散安定性が向上する。また、顔料自体の非水
系溶剤との濡れ性が高くなり、非水系溶剤と親和しやすくなるため、顔料の分散安定性が
増し、長期保存安定性が向上する。
【００２４】
　［適用例８］
　適用例２ないし適用例７のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、前記非極性有機溶剤として、脂肪族炭化水素、脂環式炭化水素及び芳香族炭化水素より
なる群から選択される少なくとも１種を含むことができる。
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【００２５】
　［適用例９］
　適用例２ないし適用例８のいずれか一例の非水系インクジェットインク組成物において
、前記極性有機溶剤として、大豆油メチル、大豆油イソブチル、オレイン酸メチル、オレ
イン酸エチル、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、イソパルミチン酸、イ
ソステアリン酸、イソアラキン酸、イソヘキサコ酸、イソステアリン酸イソプロピル、リ
ノール酸メチル、リノール酸イソブチル及びトール油イソブチルよりなる群から選択され
る少なくとも１種を含むことができる。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下に本発明の幾つかの実施形態について説明する。以下に説明する実施形態は、本発
明の一例を説明するものである。本発明は以下の実施形態に何ら限定されるものではなく
、本発明の要旨を変更しない範囲において実施される各種の変形形態も含む。なお以下で
説明される構成の全てが本発明の必須の構成であるとは限らない。
【００２７】
　本発明において「画像」とは、ドット群から形成されるパターンを示し、パターンは印
字パターンや、絵や模様などのパターン、ベタパターンも含める。
【００２８】
　本発明において「非水系（インクジェット）インク組成物」とは、有機溶剤を主要な溶
媒として、水を主要な溶媒としないインクのことをいう。好ましくは、インク組成物中の
水の含有量が３質量％以下であり、より好ましくは１質量％以下であり、さらに好ましく
０．０５質量％未満であり、一層好ましくは０．０１質量％未満、さらに一層好ましくは
０．００５質量％未満、最も好ましくは０．００１質量％未満であることをいう。あるい
は、実質的に水を含有しないインク組成物としてもよい。「実質的に含有しない」とは、
意図的に含有させないことを指し、不純物や不可避的に含まれる場合を排除するものでは
ない。
【００２９】
　１．非水系インクジェットインク組成物
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物（本明細書において、単に「イン
ク組成物」ともいう。）は、顔料と、非水系溶剤と、界面活性剤とを含有し、前記界面活
性剤として、ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下のシロキサン系界面活性剤を含むことを特
徴とする。以下、本実施形態に係るインク組成物に含まれる成分及び含まれ得る成分につ
いて詳細に説明する。
【００３０】
　１．１．顔料
　本実施形態で用いられる顔料としては、無機顔料及び有機顔料のいずれも使用すること
ができる。
【００３１】
　有機顔料としては、例えば、アゾ顔料（例えば、アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合ア
ゾ顔料、キレートアゾ顔料等）、多環式顔料（フタロシアニン顔料、ペリレン及びペリレ
ン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサンジン顔料、チオインジゴ顔
料、イソインドリノン顔料、キノフタロニ顔料等）、染料レーキ（例えば、塩基性染料型
レーキ、酸性染料型レーキ等）、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニリンブラック、昼光蛍
光顔料等が挙げられる。また、無機顔料としては、カーボンブラック、二酸化チタン、シ
リカ、アルミナ等が挙げられる。これらの顔料は、１種単独で用いてもよいし、２種以上
混合して用いてもよい。
【００３２】
　特に黒色インク用の顔料としては、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレン
ブラック、チャンネルブラック等のカーボンブラック類；銅、鉄、酸化チタン等の金属類
または金属酸化物；オルトニトロアニリンブラック等の有機顔料を挙げることができる。
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より高い画像の光学濃度が得られる点で、ＪＩＳ　Ｋ６２２１に準じて測定されるジブチ
ルフタレート（ＤＢＰ）吸収量が８０ｃｍ３／１００ｇ～１４０ｃｍ３／１００ｇ、かつ
、ＪＩＳ　Ｋ６２１７に準じて測定される窒素吸着比表面積が１００ｍ２／ｇ～２００ｍ
２／ｇのカーボンブラック顔料が好ましい。
【００３３】
　本実施形態に係るインク組成物中の顔料の含有量は、所望に応じて適宜設定でき、特に
限定されるものではないが、その下限値は、十分な画像の光学濃度を得る観点から、イン
ク組成物の全質量に対して、好ましくは５．０質量％以上、より好ましくは６．０質量％
以上、特に好ましくは７．０質量％以上である。その上限値は、インクの連続印字安定性
を確保する観点から、インク組成物の全質量に対して、好ましくは１５．０質量％以下、
より好ましくは１４．０質量％以下、特に好ましくは１３．０質量％以下である。
【００３４】
　顔料の平均粒径は、インクの連続吐出安定性及び保存安定性の観点から、好ましくは３
００ｎｍ以下、より好ましくは１５０ｎｍ以下、特に好ましくは１００ｎｍ以下である。
ここで、顔料の平均粒径は、例えば動的光散乱式粒度分布測定装置「ＬＢ－５００」（株
式会社堀場製作所製）等により測定することができる。
【００３５】
　また、インク組成物中での顔料の分散安定性を向上させるために、顔料分散剤を添加し
てもよい。顔料分散剤としては、非水系インク組成物に一般的に使用されているものを使
用することができ、例えば水酸基含有カルボン酸エステル、長鎖ポリアミノアマイドと高
分子量酸エステルの塩、高分子量ポリカルボン酸の塩、長鎖ポリアミノアマイドと極性酸
エステルの塩、高分子量不飽和酸エステル、高分子共重合体、変性ポリウレタン、変性ポ
リアクリレート、ポリエーテルエステル型アニオン系活性剤、ナフタレンスルホン酸ホル
マリン縮合物塩、芳香族スルホン酸ホルマリン縮合物塩、ポリオキシエチレンアルキルリ
ン酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリエステルポリアミン、
ステアリルアミンアセテート等を用いることができる。
【００３６】
　顔料分散剤の市販品としては、例えばヒノアクトＫＦ１－Ｍ、Ｔ－６０００、Ｔ－７０
００、Ｔ－８０００、Ｔ－８３５０Ｐ、Ｔ－８０００Ｅ（いずれも武生ファインケミカル
株式会社製）等のポリエステル系高分子化合物、ソルスパース１１２００、１３９４０、
１８０００、２００００、２４０００、２８０００、３２０００、３２５００、３３５０
０、３４０００、３５２００、３７５００（いずれもＬＵＢＲＩＺＯＬ社製）、Ｄｉｓｐ
ｅｒｂｙｋ－１６１、１６２、１６３、１６４、１６６、１８０、１９０、１９１、１９
２、２０９１、２０９５（いずれもビックケミー・ジャパン社製）、フローレンＤＯＰＡ
－１７、２２、３３、Ｇ－７００（いずれも共栄社化学株式会社製）、アジスパーＰＢ８
２１、ＰＢ７１１（いずれも味の素株式会社製）、ＬＰ４０１０、ＬＰ４０５０、ＬＰ４
０５５、ＰＯＬＹＭＥＲ４００、４０１、４０２、４０３、４５０、４５１、４５３（い
ずれもＥＦＫＡケミカルズ社製）等が挙げられる。顔料分散剤の含有割合は、使用する顔
料に応じて適宜選択することができるが、インク組成物中の顔料の含有量１００質量部に
対して、好ましくは５質量部以上２００質量部以下、より好ましくは３０質量部以上１２
０質量部以下である。
【００３７】
　１．２．非水系溶剤
　本実施形態に係るインク組成物は、非水系溶剤を含有する。非水系溶剤としては、脂肪
族炭化水素、脂環式炭化水素、芳香族炭化水素等の非極性有機溶剤；エステル系溶剤、ア
ルコール系溶剤、エーテル系溶剤、高級脂肪酸等の極性有機溶剤が挙げられる。
【００３８】
　脂肪族炭化水素としては、例えばパラフィン、イソパラフィンが挙げられる。脂環式炭
化水素としては、例えばシクロヘキサン、シクロオクタン、シクロデカン等が挙げられる
。芳香族炭化水素としては、例えばベンゼン、トルエン、キシレン、ナフタレン、テトラ
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リン等が挙げられる。このような非極性有機溶剤としては、市販品も用いてもよく、ＩＰ
ソルベント１０１６、ＩＰソルベント１６２０、ＩＰクリーンＬＸ（以上全て、出光興産
株式会社製の商品名）、Ｉｓｏｐａｒ（アイソパー）Ｇ、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌ、Ｉｓｏｐａ
ｒ　Ｈ、Ｉｓｏｐａｒ　Ｍ、Ｅｘｘｓｏｌ　Ｄ４０、Ｅｘｘｓｏｌ　Ｄ８０、Ｅｘｘｓｏ
ｌ　Ｄ１００、Ｅｘｘｓｏｌ　Ｄ１３０、Ｅｘｘｓｏｌ　Ｄ１４０（以上全て、Ｅｘｘｏ
ｎ社製の商品名）、ＮＳクリーン１００、ＮＳクリーン１１０、ＮＳクリーン２００、Ｎ
Ｓクリーン２２０（以上全て、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社の商品名）、ナフテゾー
ル１６０、ナフテゾール２００、ナフテゾール２２０、ＡＦ－４、ＡＦ－６、ＡＦ－７（
以上全て、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社の商品名）等の脂肪族炭化水素や脂環式炭化
水素系溶剤、ソルベッソ２００（Ｅｘｘｏｎ社製の商品名）、日石クリーンソルＧ（アル
キルベンゼン、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製）等の芳香族炭化水素系溶剤が挙げら
れる。
【００３９】
　エステル系溶剤としては、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ｎ－プロピル、酢酸イソプロ
ピル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸イソブチル、酢酸イソペンチル、酢酸第二ブチル、酢酸アミ
ル、酢酸メトキシブチル、乳酸メチル、乳酸エチル、乳酸ブチル、カプリル酸メチル、ラ
ウリル酸メチル、ラウリル酸イソプロピル、ラウリル酸ヘキシル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソオクチル、オレイン酸メチル、オレ
イン酸エチル、オレイン酸イソプロピル、オレイン酸ブチル、リノール酸メチル、リノー
ル酸イソブチル、リノール酸エチル、リノール酸イソブチル、イソステアリン酸イソプロ
ピル、大豆油メチル、大豆油イソブチル、トール油メチル、トール油イソブチル、アジピ
ン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジエチル、モノカプリン酸
プロピレングリコール、トリ２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリ２－エ
チルヘキサン酸グリセリル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレ
ングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート等が挙げられる。
【００４０】
　アルコール系溶剤としては、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、１
－プロパノール、１－ブタノール、２－ブタノール、３－ペンタノール、２－メチル－１
－ブタノール、２－メチル－２－ブタノール、イソアミルアルコール、３－メチル－２－
ブタノール、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール、４－メチル－２－ペンタノー
ル、アリルアルコール、１－ヘキサノール、１－ヘプタノール、２－ヘプタノール、３－
ヘプタノール、イソミリスチルアルコール、イソパルミチルアルコール、イソステアリル
アルコール、オレイルアルコール等が挙げられる。
【００４１】
　エーテル系溶剤としては、ジエチルグリコールモノブチルエーテル、エチレングリコー
ルモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコー
ルジブチルエーテル等が挙げられる。
【００４２】
　高級脂肪酸としては、イソアラキン酸、イソヘキサコ酸、イソノナン酸、イソミリスチ
ン酸、ヘキサデカン酸、イソパルミチン酸、オレイン酸、イソステアリン酸等が挙げられ
る。
【００４３】
　これらの非水系溶剤は、１種単独で用いてもよく、２種以上を混合して用いてもよい。
【００４４】
　本実施形態で用いられる非水系溶剤は、５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤
と、５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶剤とを含み、前記非水系溶剤中の前記非極
性有機溶剤と前記極性有機溶剤との合計含有量が、６０．０質量％以上であることが好ま
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しい。５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤を含有することで、普通紙に記録さ
れたインク組成物から溶剤成分が速やかに蒸発するので、裏抜けや油滲みを効果的に抑制
できる。また、５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶剤を含有することで、インクの
乾燥性が高くなり過ぎることを抑制できる。そして、これらの溶剤の合計含有量が非水系
溶媒中に６０．０質量％以上であることで、インク乾燥性が適度となる（すなわち、イン
クが乾燥し過ぎることを防げる）ためにノズル近傍でのノズル目詰まりを生じ難いものと
することができる。
【００４５】
　５０％留出点は、ＪＩＳ　Ｋ００６６「化学製品の蒸留試験方法」に準じて測定するこ
とができ、重量で５０％の溶剤が揮発したときの温度を意味する。非水系溶剤中には、５
０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤と５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶
剤とを合わせて６０．０質量％以上含んでいれば、５０％留出点が２８０℃を超える非極
性有機溶剤や５０％留出点が３００℃未満の極性有機溶剤が含まれていてもよい。
【００４６】
　５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤は、非水系溶剤の全質量に対して、１０
．０質量％以上含んでいることが好ましく、２０．０質量％以上含んでいることがより好
ましい。５０％留出点が２８０℃以下の非極性有機溶剤の含有割合が前記範囲であること
で、普通紙に記録されたインク組成物から溶剤成分が速やかに蒸発するので、裏抜けや油
滲みを効果的に抑制できる。
【００４７】
　５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶剤は、非水系溶剤の全質量に対して、１０．
０質量％以上含んでいることが好ましく、１５．０質量％以上含んでいることがより好ま
しい。５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶剤の含有割合が前記範囲であることで、
インクが乾燥し過ぎることを防げるため、ノズルの目詰まりを生じ難いものとすることが
できる。
【００４８】
　５０％留出点が３００℃以上の極性有機溶剤としては、例えば大豆油メチル、大豆油イ
ソブチル、オレイン酸メチル、オレイン酸エチル、イソステアリルアルコール、オレイル
アルコール、イソパルミチン酸、イソステアリン酸、イソアラキン酸、イソヘキサコ酸、
イソステアリン酸イソプロピル、リノール酸メチル、リノール酸イソブチル、トール油イ
ソブチル等が挙げられる。
【００４９】
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物中の非水系溶剤の含有量は、特に
限定されるものではないが、インク組成物の全質量に対して、好ましくは５０．０質量％
以上、より好ましくは６０．０質量％以上、特に好ましくは７０．０質量％以上である。
【００５０】
　１．３．特定シロキサン系界面活性剤
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物は、ＨＬＢ値が１．０以上７．０
以下のシロキサン系界面活性剤（特定シロキサン系界面活性剤）を含有する。特定シロキ
サン系界面活性剤を含有することで、十分な画像の光学濃度を得るために顔料濃度を上げ
た場合であっても、特定シロキサン系界面活性剤が顔料表面に吸着して立体障害が大きく
なるため、顔料の分散安定性が向上する。そのため、インク組成物中での顔料の凝集が低
減し、チキソ性が低下する。そして、チキソ性が低下すると、せん断速度による粘度差も
小さくなる。この理由としては、凝集している顔料に力が加わったときに動きやすくなる
ためであり、小さな力でも凝集している顔料が容易に解れるので、粘度差が小さくなるも
のと考えられる。凝集している顔料が小さな力でも解れやすいということは、インクが動
きやすくなるということでもあり、これが吐出安定性に繋がる。すなわち、小さな力でも
インクを吐出することができるので、顔料濃度を上げた場合であってもインクの連続吐出
安定性を確保することができるようになる。また、特定シロキサン系界面活性剤を含有す
ることで、顔料自体の濡れ性が高くなり、非水系溶剤と親和しやすくなるために、顔料の
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分散安定性が増し、長期保存安定性が向上する。
【００５１】
　ここで、本発明におけるＨＬＢ値は、デービスらが提唱した化合物の親水性を評価する
値であり、例えば文献「Ｊ．Ｔ．Ｄａｖｉｅｓ　ａｎｄ　Ｅ．Ｋ．Ｒｉｄｅａｌ，“Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ　Ｐｈｅｎｏｍｅｎａ”２ｎｄ　ｅｄ．Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ，
Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ　１９６３」中で定義されているデービス法により求められる数値で、
下記式（１）によって算出される値をいう。
　ＨＬＢ値＝７＋Σ［１］＋Σ［２］　・・・・・（１）
（上記式において、［１］は親水基の基数を表し、［２］は疎水基の基数を表す。）
【００５２】
　本実施形態で用いられる特定シロキサン系界面活性剤は、デービス法により算出された
ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下の範囲内であり、ＨＬＢ値の下限値は、好ましくは２．
０以上、より好ましくは３．０以上である。ＨＬＢ値が前記範囲内にあると、特定シロキ
サン系界面活性剤が顔料（特に油溶性顔料）の表面に吸着しやすくなるため、顔料の分散
安定性が向上する。その結果、インク組成物中において上述したような作用効果が得られ
やすくなり、インクの連続吐出安定性や長期保存安定性が向上する。ＨＬＢ値が７．０を
超えるシロキサン系界面活性剤を添加すると、顔料の表面に吸着するよりも、優先的に非
水系溶媒中で親水基部分を中心に向けた逆ミセルを形成してしまう。その結果、インク組
成物中において上述したような作用効果が得られ難く、インクの連続吐出安定性や長期保
存安定性の向上が得られ難い。
【００５３】
　特定シロキサン系界面活性剤としては、ＨＬＢ値が１．０以上７．０以下の範囲内であ
れば特に限定されないが、下記一般式（２）で表される有機変性ポリシロキサン系界面活
性剤であることが好ましい。有機変性ポリシロキサン系界面活性剤を使用することで、顔
料表面に吸着したときに立体障害がより大きくなるため、顔料の分散安定性が向上する。
また、顔料自体の非水系溶剤との濡れ性が高くなり、非水系溶剤と親和しやすくなるため
、顔料の分散安定性が増し、長期保存安定性が向上する。
【００５４】

【化１】

【００５５】
　上記式（１）中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、各々独立に有機基を表す。ｎは１～１００の
整数である。有機変性ポリシロキサン系界面活性剤としては、Ｒ１及びＲ２のいずれかが
有機基に置換された片末端有機変性型、Ｒ１及びＲ２の両方が有機基に置換された両末端
有機変性型、Ｒ３が有機基に置換された側鎖有機変性型、並びにこれらの混合型である混
合有機変性型が挙げられる。
【００５６】
　Ｒ１、Ｒ２及びＲ３の有機基としては、例えば、水素原子、アルキル基、アラルキル基
、アミノ基、エポキシ基、カルビノール基、アクリロイル基、メタクリロイル基、ポリエ
ーテル基、メルカプト基、カルボキシル基、ヒドロキシル基、フェニル基、脂肪酸エステ
ル、脂肪酸アミド等が挙げられる。これらの有機基は、置換基を有していてもよい。これ
らの有機基の中でも、Ｒ１及びＲ２が炭素数１～４のアルキル基（好ましくはメチル基）
で、かつ、Ｒ３がポリエーテル基である特定シロキサン系界面活性剤は、顔料の分散性を
効果的に高めることができる点で好ましい。
【００５７】
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　このような特定シロキサン系界面活性剤の具体例としては、ＫＦ－３５２Ａ（ＨＬＢ値
：７）、ＫＦ－９４５（ＨＬＢ値：４）、ＫＦ－６０２０（ＨＬＢ値：４）、ＫＦ－６０
１２（ＨＬＢ値：７）、ＫＦ－６０１５（ＨＬＢ値：４．５）、ＫＦ－６０１７（ＨＬＢ
値：５）、Ｘ－Ｘ－２２－４５１５（ＨＬＢ値：５）（以上、信越化学工業株式会社製）
、ＢＹ１１－０３０（ＨＬＢ値：３）、ＢＹ２２－００８Ｍ（ＨＬＢ値：２）、ＢＹ－２
５－３３７（ＨＬＢ値：３）（東レ・ダウコーニング株式会社製）等が挙げられる。特定
シロキサン系界面活性剤は、１種単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いても
よい。
【００５８】
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物中の特定シロキサン系界面活性剤
の含有量は、特に限定されるものではないが、その下限値は、顔料の分散安定性向上の観
点から、インク組成物の全質量に対して、好ましくは１．０質量％以上、より好ましくは
２．０質量％以上、特に好ましくは３．０質量％以上である。その上限値は、インクの連
続印字安定性を確保する観点から、インク組成物の全質量に対して、好ましくは１０．０
質量％以下、より好ましくは８．０質量％以下、特に好ましくは６．０質量％以下である
。特定シロキサン系界面活性剤の含有量が前記範囲内にあると、せん断速度によるせん断
粘度の差が十分に小さくなるため、凝集している顔料に力を加えると容易に解れ、インク
の吐出安定性をより向上させることができる。特定シロキサン系界面活性剤の含有量の上
限値が１０．０質量％を超える場合、インク組成物中で特定シロキサン系界面活性剤の分
子集合体（例えばミセル）が形成され、それが粒子のような振る舞いをすることで吐出不
良が発生する場合がある。
【００５９】
　また、インク組成物中に含まれる特定シロキサン系界面活性剤の含有量は、インク組成
物中に含まれる顔料の含有量に応じて適宜調整することが好ましい。具体的には、インク
組成物中における顔料の含有量と特定シロキサン系界面活性剤の含有量との比（［顔料の
含有量］／［特定シロキサン系界面活性剤の含有量］）が、好ましくは０．１以上３．０
未満、より好ましくは０．５以上２．８以下、特に好ましくは１．０以上２．５以下であ
る。インク組成物中における顔料と特定シロキサン系界面活性剤との含有比率が前記範囲
内にあると、特定シロキサン系界面活性剤が顔料の表面に十分に吸着することができ、ま
た過剰の特定シロキサン系界面活性剤による不具合（分子集合体形成による吐出不良）を
抑制できるため、インク組成物の吐出安定性及び保存安定性がさらに良好となる。
【００６０】
　１．４．その他の成分
　本実施形態に係るインク組成物には、さらに上記以外の成分を添加してもよい。このよ
うな成分としては、例えば、樹脂、キレート剤、防腐剤、粘度調整剤、溶解助剤、酸化防
止剤、防黴剤等が挙げられる。
【００６１】
　１．４．１．樹脂
　本実施形態に係るインク組成物は、上述の顔料を記録媒体に定着させるための樹脂（以
下、「定着樹脂」ともいう。）を含有してもよい。
【００６２】
　定着樹脂としては、アクリル樹脂、スチレンアクリル樹脂、ロジン変性樹脂、フェノー
ル樹脂、テルペン系樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアミド樹脂、エポキシ樹脂、酢酸ビニ
ル樹脂、塩化ビニル樹脂、セルロースアセテートブチレート等の繊維系樹脂、ビニルトル
エン－α－メチルスチレン共重合体樹脂等が挙げられる。これらの中でも、アクリル樹脂
及び塩化ビニル樹脂よりなる群から選択される少なくとも１種の樹脂であることが好まし
い。これらの定着樹脂を含有することにより、記録媒体への定着性を向上でき、また耐擦
性も向上する。
【００６３】
　本実施形態に係るインク組成物中における定着樹脂の固形分含有量は、好ましくは０．
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０５質量％以上１５．０質量％以下、より好ましくは０．１質量％以上１０．０質量％以
下である。定着樹脂の含有量が前記範囲内であると、記録媒体に対する優れた定着性が得
られる。
【００６４】
＜アクリル樹脂＞
　アクリル樹脂としては、従来公知の重合性モノマーからなる共重合体を使用することが
できる。重合性モノマーとしては、例えば、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アク
リル酸イソプロピル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸２－エチルヘキシル等のアクリ
ル酸エステル類；メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸イソプロピル
、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、メタクリル酸ｔ－ブチル、メタク
リル酸シクロヘキシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル等のメタクリル酸エステル類；
アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、マレイン酸モノｎ－ブ
チル、フマル酸モノｎ－ブチル、イタコン酸モノｎ－ブチル等のカルボキシ基含有モノマ
ーの他、水酸基含有（メタ）アクリル酸エステル類、アミド基含有モノマー、グリシジル
基含有モノマー、シアノ基含有モノマー、水酸基含有アリル化合物、三級アミノ基含有モ
ノマー、アルコキシシリル基含有モノマー等を単独または複数組み合わせて用いることが
できる。
【００６５】
　上記のアクリル樹脂としては、市販品を用いてもよく、例えばアクリペットＭＦ（商品
名、三菱レイヨン社製、アクリル樹脂）、スミペックスＬＧ（商品名、住友化学社製、ア
クリル樹脂）、パラロイドＢシリーズ（商品名、ローム・アンド・ハース社製、アクリル
樹脂）、パラペットＧ－１０００Ｐ（商品名、クラレ社製、アクリル樹脂）などが挙げら
れる。なお、本発明において、（メタ）アクリル酸とは、アクリル酸およびメタクリル酸
の両方を意味するものとし、（メタ）アクリレートとは、アクリレートおよびメタクリレ
ートの両方を意味するものとする。
【００６６】
＜塩化ビニル樹脂＞
　塩化ビニル樹脂としては、例えば、塩化ビニルと、酢酸ビニル、塩化ビニリデン、アク
リル酸、マレイン酸、ビニルアルコール等の他のモノマーとの共重合体が挙げられるが、
これらの中でも塩化ビニル及び酢酸ビニルに由来する構成単位を含む共重合体（以下、「
塩酢ビ共重合体」ともいう。）が好ましく、ガラス転移温度が６０～８０℃である塩酢ビ
共重合体がより好ましい。
【００６７】
　塩酢ビ共重合体は、常法によって得ることができ、例えば懸濁重合によって得ることが
できる。具体的には、重合器内に水と分散剤と重合開始剤を仕込み、脱気した後、塩化ビ
ニル及び酢酸ビニルを圧入し懸濁重合を行うか、塩化ビニルの一部と酢酸ビニルを圧入し
て反応をスタートさせ、残りの塩化ビニルを反応中に圧入しながら懸濁重合を行うことが
できる。
【００６８】
　塩酢ビ共重合体は、その構成として、塩化ビニル単位を７０～９０質量％含有すること
が好ましい。上記範囲であれば、インク組成物中に安定して溶解するため長期の保存安定
性に優れる。さらには、吐出安定性に優れ、記録媒体に対して優れた定着性を得ることが
できる。
【００６９】
　また、塩酢ビ共重合体は、塩化ビニル単位及び酢酸ビニル単位とともに必要に応じて、
その他の構成単位を備えていても良く、例えばカルボン酸単位、ビニルアルコール単位、
ヒドロキシアルキルアクリレート単位が挙げられ、とりわけビニルアルコール単位が好ま
しく挙げられる。前述の各単位に対応する単量体を用いることで得ることができる。カル
ボン酸単位を与える単量体の具体例としては、例えば、マレイン酸、イタコン酸、無水マ
レイン酸、無水イタコン酸、アクリル酸、メタクリル酸が挙げられる。ヒドロキシアルキ
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ルアクリレート単位を与える単量体の具体例としては、例えば、ヒドロキシエチル（メタ
）アクリレート、ヒドロキシエチルビニルエーテルなどが挙げられる。これらの単量体の
含有量は、本発明の効果を損なわない限り限定されないが、例えば単量体全量の１５質量
％以下の範囲で共重合させることができる。
【００７０】
　また、塩酢ビ共重合体は市販されているものを用いてもよく、例えば、ソルバインＣＮ
、ソルバインＣＮＬ、ソルバインＣ５Ｒ、ソルバインＴＡ５Ｒ、ソルバインＣＬ、ソルバ
インＣＬＬ（以上、日信化学工業株式会社製）などが挙げられる。
【００７１】
　これらの樹脂の平均重合度は、特に限定されないが、好ましくは１５０～１１００、よ
り好ましくは２００～７５０である。これらの樹脂の平均重合度が上記の範囲である場合
、本実施形態に係るインク組成物中に安定して溶解するため、長期の保存安定性に優れる
。さらには、吐出安定性に優れ、記録媒体に対して優れた定着性を得ることができる。な
お、これらの樹脂の平均重合度は、比粘度を測定し、これから算出されるものであり、「
ＪＩＳ　Ｋ６７２０－２」に記載の平均重合度算出方法に準じて求めることができる。
【００７２】
　また、これらの樹脂の数平均分子量は、特に限定されないが、好ましくは１００００～
５００００、より好ましくは１２０００～４２０００である。なお、数平均分子量は、Ｇ
ＰＣによって測定することが可能であり、ポリスチレン換算とした相対値として求めるこ
とができる。
【００７３】
　１．４．２．その他
　本実施形態に係るインク組成物は、上記の成分の他にも、エチレンジアミン四酢酸塩（
ＥＤＴＡ）等のキレート剤、防腐剤、粘度調整剤、溶解助剤、酸化防止剤、及び防黴剤な
ど、所定の性能を付与するための物質を含有することができる。
【００７４】
　１．５．物性
　本実施形態に係るインク組成物は、インクジェット用インクとして用いる観点から、例
えば組成や配合を調節することによって、粘度（２０℃における粘度）を２．０ｍＰａ・
ｓ以上２０．０ｍＰａ・ｓ以下とすることが好ましく、３．０ｍＰａ・ｓ以上１５．０ｍ
Ｐａ・ｓ以下とすることがより好ましい。これにより、インクジェット用インクの吐出安
定性（吐出量の安定性、液滴の飛行特性等）や、吐出応答性（応答速度、高周波対応性（
周波数特性）等）等を優れたものとすることができる。なお、インクジェット用インクの
粘度は、振動式粘度計を用いた、ＪＩＳ　Ｚ８８０９に準拠した測定により求めることが
できる。
【００７５】
　また、本実施形態に係るインク組成物の２０℃でのレオメーターによるせん断粘度測定
において、せん断速度が２０［１／ｓ］時と５００［１／ｓ］時のせん断粘度の差が、０
．６０［ｍＰａ・ｓ］以下であることが好ましく、０．５０［ｍＰａ・ｓ］以下であるこ
とがより好ましく、０．４０［ｍＰａ・ｓ］以下であることがさらに好ましく、０．３０
［ｍＰａ・ｓ］以下であることが特に好ましい。せん断速度が２０［１／ｓ］時と５００
［１／ｓ］時のせん断粘度の差が前記範囲内にあるインク組成物であれば、せん断速度に
よる粘度差が十分に小さいために、凝集している顔料に小さな力を加えるだけで容易に解
れるため、インクの吐出安定性がより向上する。
【００７６】
　ここで、せん断粘度の測定方法としては、例えば粘弾性測定装置（Ａｎｔｏｎ　Ｐａａ
ｒ社製、装置名「Ｐｈｙｓｉｃａ　ＭＣＲ３０１」）に装着されたコーンプレート（直径
７５ｍｍ、角度１°）に充填して、２０℃におけるせん断速度（１０～１０００ｓ－１）
に対するせん断粘度を測定する方法が挙げられる。
【００７７】
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　１．６．用途
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物は、インクジェット記録に用いる
インクである。インクジェット記録装置としては、特に限定されないが、ドロップオンデ
マンド型のインクジェット記録装置が好ましい。ドロップオンデマンド型のインクジェッ
ト記録装置には、記録ヘッドに配設された圧電素子を用いて記録を行う圧電素子記録方法
を採用したもの、記録ヘッドに配設された発熱抵抗素子のヒーター等による熱エネルギー
を用いて記録を行う熱ジェット記録方法を採用したもの等があるが、いずれの記録方法も
採用することができる。また、本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物は、
撥インク処理された吐出ノズル表面に対して不活性であるという利点を有するので、例え
ば撥インク処理された吐出ノズル表面を有するインクジェット記録用ヘッドから吐出させ
るインクジェット記録方法にも有利である。
【００７８】
　本実施形態に係る非水系インクジェットインク組成物の用途は、特に制限されるもので
はないが、普通紙への記録において十分な画像の光学濃度を得ることができ、吐出安定性
及び保存安定性が良好であることから、普通紙を用いた高速インクジェットプリンター用
のインクとして適している。
【００７９】
　２．実施例
　以下、本発明を実施例及び比較例によってさらに具体的に説明するが、本発明はこれら
の実施例のみに限定されるものではない。なお、実施例及び比較例中の「部」および「％
」は、特に断らない限り質量基準である。
【００８０】
　２．１．ブラック顔料分散液の調製
＜ブラック顔料分散液１＞
　大豆油メチル１３質量部、大豆油イソブチル１５質量部、オレイン酸エチル１０質量部
、イソステアリルアルコール１０質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式
会社製、ＡＦ－４）１７質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー社製、ＡＦ－
６）１５質量部を混合し、これに分散剤としてソルスパース１３９４０（Ｌｕｂｒｉｚｏ
ｌ社製、商品名）５質量部を溶解し、さらにカーボンブラック（三菱化学株式会社製、Ｍ
Ａ－１００）１５質量部を添加してプレミックスした。その後、ビーズミルにて滞留時間
約２０分間で分散し、ブラック顔料分散液１を得た。
【００８１】
　上記のカーボンブラック（三菱化学株式会社製、ＭＡ－１００）につき、ＪＩＳ　Ｋ６
２２１に準じてジブチルフタレート（ＤＢＰ）吸収量を測定したところ、１００ｃｍ３／
１００ｇであった。また、ＪＩＳ　Ｋ６２１７に準じて窒素吸着比表面積を測定したとこ
ろ、１１０ｍ２／ｇであった。
【００８２】
＜ブラック顔料分散液２＞
　大豆油メチル１０質量部、大豆油イソブチル１３質量部、オレイン酸エチル１０質量部
、イソステアリルアルコール１０質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式
会社製、ＡＦ－４）１７質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製、
ＡＦ－６）１５質量部を混合し、これに分散剤としてソルスパース１３９４０（Ｌｕｂｒ
ｉｚｏｌ社製、商品名）５質量部を溶解し、さらにカーボンブラック（東海カーボン株式
会社製、ＳＡＦ－ＨＳ）２０質量部を添加してプレミックスした。その後、ビーズミルに
て滞留時間約２０分間で分散し、ブラック顔料分散液２を得た。
【００８３】
　上記のカーボンブラック（東海カーボン株式会社製、ＳＡＦ－ＨＳ）につき、ＪＩＳ　
Ｋ６２２１に準じてジブチルフタレート（ＤＢＰ）吸収量を測定したところ、１３０ｃｍ
３／１００ｇであった。また、ＪＩＳ　Ｋ６２１７に準じて窒素吸着比表面積を測定した
ところ、１４２ｍ２／ｇであった。
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【００８４】
＜シアン顔料分散液＞
　大豆油メチル１３質量部、大豆油イソブチル１５質量部、オレイン酸エチル１０質量部
、イソステアリルアルコール１０質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式
会社製、ＡＦ－４）１７質量部、炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー社製、ＡＦ－
６）１５質量部を混合し、これに分散剤としてソルスパース１３９４０（Ｌｕｂｒｉｚｏ
ｌ社製、商品名）５質量部を溶解し、さらにＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を１５質
量部添加してプレミックスした。その後、ビーズミルにて滞留時間約２０分間で分散し、
シアン顔料分散液を得た。
【００８５】
　２．２．インク組成物の調製
　表１に記載の顔料濃度となるように上記で調製したいずれかの顔料分散液をビーカーに
秤り取り、そこに炭化水素系溶剤（ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製、ＡＦ－４）、エ
ステル系溶剤（花王株式会社製、商品名「エキセパールＭ－ＯＬ」、オレイン酸メチル）
及び表１に記載の界面活性剤をさらに添加して十分に混合攪拌することにより、各インク
組成物を調製した。
【００８６】
＜せん断粘度差の測定（Δせん断粘度差）＞
　上記で得られた各インク組成物を、粘弾性測定装置（Ａｎｔｏｎ　Ｐａａｒ社製、装置
名「Ｐｈｙｓｉｃａ　ＭＣＲ３０１」）に装着されたコーンプレート（直径７５ｍｍ、角
度１°）に充填して、２０℃におけるせん断速度（１０～１０００ｓ－１）に対するせん
断粘度を測定した。そして、せん断速度が２０［１／ｓ］時のせん断粘度とせん断速度が
５００［１／ｓ］時のせん断粘度を求め、その差を評価した。
【００８７】
　２．３．インク組成物の評価試験
＜連続印字安定性＞
　セイコーエプソン株式会社製のインクジェットプリンター「ＰＸ－Ｂ７００」を用いて
、ＸｅｒｏｘＰ紙Ａ４サイズに常温で記録解像度６００×６００ｄｐｉのベタパターンを
３０枚連続で記録した。その３０枚の記録物のうち、抜けが発生している記録物の枚数に
より連続印字安定性を評価した。評価基準は以下の通りである。
○：抜けが発生している記録物の枚数が１０枚未満である。
△：抜けが発生している記録物の枚数が１０枚以上２０枚未満である。
×：抜けが発生している記録物の枚数が２０枚以上である。
【００８８】
＜ＯＤ＞
　セイコーエプソン株式会社製のインクジェットプリンター「ＰＸ－Ｂ７００」を用いて
、ＸｅｒｏｘＰ紙Ａ４サイズに常温で記録解像度６００×６００ｄｐｉのベタパターンを
記録した。その記録物を乾燥させた後、記録物のＯＤをスペクトロリーノ（グレタグマク
ベス社製）にて測定して評価した。評価基準は以下の通りである。
○：１．１以上。
△：１．０以上超１．１未満。
×：１．０未満。
【００８９】
＜保存安定性＞
　上記で調製したインク組成物を密閉容器に入れ、７０℃で９日間放置した。調製直後の
インク組成物の粘度と放置後のインク組成物の粘度を、振動式粘度計を用いたＪＩＳ　Ｚ
８８０９に準拠した方法により測定し、その変化率を求めた。評価基準は以下の通りであ
る。
○：粘度の変化率が５％未満。
△：粘度の変化率が５％以上１０％未満。
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×：粘度の変化率が１０％以上。
【００９０】
　２．４．インク組成物の評価結果
　各インク組成物の組成及び評価試験の結果を下表１に示す。
【００９１】
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【表１】

【００９２】
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　なお、表１中で使用した成分のうち、化合物名以外で記載されているものについては以
下の通りである。
＜顔料＞
・カーボンブラック（ＭＡ－１００）（商品名、三菱化学株式会社製）
・カーボンブラック（ＳＡＦ－ＨＳ）（商品名、東海カーボン株式会社製）
・Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３（銅フタロシアニン、β結晶）
＜非水系溶剤（非極性有機溶剤）＞
・炭化水素系溶剤（ＡＦ－４）（商品名、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製、ナフテン
系溶剤、５０％留出点：２５７．５℃）
・炭化水素系溶剤（ＡＦ－６）（商品名、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社製、ナフテン
系溶剤、５０％留出点：３１５．５℃）
＜非水系溶剤（極性有機溶剤）＞
・大豆油メチル（エステル系溶剤、５０％留出点：３４５．０℃）
・大豆油イソブチル（エステル系溶剤、５０％留出点：３５６．５℃）
・オレイン酸メチル（商品名「エキセパールＭ－ＯＬ」、花王株式会社製、エステル系溶
剤、５０％留出点：３３４．０℃）
・オレイン酸エチル（エステル系溶剤、５０％留出点：３４４．５℃）
・イソステアリルアルコール（アルコール系溶剤、５０％留出点：３０１．０℃）
＜分散剤＞
・ソルスパース１３９４０（商品名、ＬＵＢＲＩＺＯ社製）
＜界面活性剤＞
・ＫＦ－６０１５（商品名、信越化学工業株式会社製、ポリエーテル変性シロキサン系界
面活性剤、ＨＬＢ値：４．５）
・ＢＹ２２－００８Ｍ（商品名、東レ・ダウコーニング株式会社製、シロキサン系界面活
性剤、ＨＬＢ値：２）
・ＫＦ－６０１２（商品名、信越化学工業株式会社製、ポリエーテル変性シロキサン系界
面活性剤、ＨＬＢ値：７）
・ＫＦ－６０１３（商品名、信越化学工業株式会社製、シロキサン系界面活性剤、ＨＬＢ
値：１０）
・ニューコール７２３（商品名、日本乳化剤株式会社製、ポリオキシエチレン多環フェニ
ルエーテル、ＨＬＢ値：１６．６）
・シルフェイスＳＡＧ５０３Ａ（商品名、日信化学工業株式会社製、ＨＬＢ値：１１）
【００９３】
　表１に示すように、実施例１～１０のインク組成物によれば、顔料濃度を高くするほど
発色性（ＯＤ）に優れた画像が得られており、顔料濃度を高めた場合であっても、特定シ
ロキサン系界面活性剤を添加することで、連続吐出安定性が損なわれることなく、また保
存安定性も良好となることがわかった。
【００９４】
　一方、比較例１～４のインク組成物によれば、特定シロキサン系界面活性剤以外の界面
活性剤を添加すると、連続吐出安定性、発色性（ＯＤ）、保存安定性の少なくとも１つの
項目で良好な結果が得られないことがわかった。
【００９５】
　本発明は、前述した実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。例
えば、本発明は、実施形態で説明した構成と実質的に同一の構成（例えば、機能、方法及
び結果が同一の構成、あるいは目的及び効果が同一の構成）を含む。また、本発明は、実
施形態で説明した構成の本質的でない部分を置き換えた構成を含む。また、本発明は、実
施形態で説明した構成と同一の作用効果を奏する構成又は同一の目的を達成することがで
きる構成を含む。また、本発明は、実施形態で説明した構成に公知技術を付加した構成を
含む。
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